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岡山県南部一帯は古 くから肝吸虫の分布地として

知られており,そ の第1中 間宿主であるマメタニシ

は,稻 臣,木 村(1955)の 調査によれば,水 島地区

周辺とくに福田地区,亀 島新田,鶴 新田には相当濃

密に分布している,し たがつて,肝 吸虫症は水島お

よびその周辺地区における寄生虫病の一特色であつ

て,水 島協同組合病院においても肝吸虫症をとりあ

つかうことはかなり多い.

a)そ のまんえん状況

水島地区の肝吸虫症でもつとも特徴的と思われる

ことは,患 者の大部分が朝鮮人であることである.

しかも朝鮮人の青壮年男子に多い.昭 和31年 および

32年に発見された患者計74名 のうち,朝 鮮人男49名,

女17名,日 本人男3名,女5名 で朝鮮人男では検出

表1　 検便による肝吸虫卵検出率

(註: 十 二 指 腸 ゾ ンデ法 に よ りは じめ て 検 出

され たもの も含む)

率は30.6%に およんだ,か くのごとく肝吸虫の感染

が朝鮮人にかたよつてみられる空な原因として考え

られることは勿論,食 生活の相違であつて朝鮮人で

は後述のごとく,淡 水魚をサシ ミ,ナ マスとして生

食するものが多かつた.し かも一般的に密造による

焼ちゆうをよく飲用するようであるが,そ の際のさ

かなとして淡水魚をたべることが多いと思われる.

かかる点よりすれば青壮年男子が多く感染をうけて

いることもうなつかれる.日 本人においても肝吸虫

症患者には飲酒家が多かつた.た だし年少者にも勿

論発見されており, 6才1名, 7才 ないし14才8名,

 15才 ないし20才4名 の患者があつた.

地域別にみると表(2)の ごとく,当 然のことなが

ら朝鮮人が多数居住する春日町,緑 町,江 長沖バラ

表2　 地 域 別 検 出 率

ック,古 新田バラック,亀 島町,明 神町,浦 田など

に多 く発見されている,た だし亀島町,明 神町,浦

田などは居住人口に比し被検査人員がす くないので

その検出率は不確実である.も つとも高いのは朝鮮

人のみが居住する江長沖バラックで31.3%で あつた.

日本人では瑞穂町2名,春 日町1名,緑 町1名,弥

生町1名,亀 島町2名,連 島町1名 で,マ メタニシ

の分布地である福田町,亀 島新田,鶴 新田からはい

まだ検出されていない.ま たある地域にかたよつて

多数の患者を発見することはなかつた.
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しかして31年 度では49名 の患者が発見されている

が, 32年 度 では新しく発見されたものは25名 であつ

て,〓 ある

か,あ ろいは感染がかなり緩慢におこなわれている

のではないかと考えられる.患 者は淡水魚を生食 し

てから1年 ないし6年 を経過しておおり,そ の多 く

はかつては生食したが最近はまつたく食べていない

と主張している.

b)第2中 間宿主について

患者48名 についておこなつた調査では,フ ナを生

食した経験があるものが33名 でもつとも多く,コ イ

が15名 で そのうちフナとコイの両方を生食したこと

のあるもの13名 であり,そ の他ハエ1名,ナ マズ1

名,ボ ラのサシ ミはたべたが淡水魚はたべていない

と主張するもの2名,魚 名不詳のものまたはたべた

かどうか記憶のはつき.りしないもの5名,ま つたく

淡水魚を生食したことがないと主張するもの4名 で

あつた.す なわち,水 島地区における肝吸虫の第2

中間宿主としては,患 者の言よりすれば,フ ナおよ

びコイが もつとも有力と考えられる,し かして福田

町または呼松方面でとれたフナをたべたと云うもの

が多い.

c)症 状

患者45名 について自覚症状および他覚的所見を調

査 した.た だし合併症のためまぎらわしいものはの

ぞき,ま た他の寄生虫の混合感染のあるものはそれ

を駆虫したのちのもののみを症状とした.

もつとも多いのは腹痛であつて36例 がいろいろな

種類の腹痛をうつたえたが大部分は上腹または右季

肋部痛である.空 腹時にいたみをつよくうつたえる

ものもあつたが,多 くは時間不定のいたみで,と き

どき短時間軽いいたみを感ずるものや,殆 んど1日

中いたみを感しているとうつたえろものもかなりあ

つた.あ る患者は3年 前から摂食時や昼夜の別なく,

多少増減のある上腹痛が恒常的に存すると主張 し,

再三の胃腸および胆嚢レ線検査によつても異常なく,

十二指腸ゾンデ法により多数の肝吸虫卵を証明し,

軽度の肝機能障碍をみとめた.

7名 において上腹または右季肋部の劇痛発作があ

つたが,う ち5名 はあきらかに胆嚢または胆道症の

発作と考えられ,そ の2名 は手術によつて確認され

た.

腹痛のほかに前胸部または背部に鈍痛や神経痛様

疼痛を頑固にうつたえるものが相当あつたが肝吸虫

との関係はあきらかではない.

下痢は17名 にみられたが,そ の程度は種々であっ

て,と ぎどき下痢を来す程度のものもあり,水 様便

が長期間とれないものもある. 1日 に4な いし10回

便 意を催すが排便はその都度はなく,時 に軟便また

は固形便が少量つつあるとうつたえるものが8名 あ

り,か なり特異的な症状と思われた.た だし,ア ン

チモン剤投与によると思われる下痢は除外した.

上腹膨満感,全 身倦怠,食 欲不振,嘔 気などもし

ばしばみられた.

他覚的所見としては触診により肝をふれ得なかつ

たものは6名 で,大 部分に肝の腫脹をみとめた.肝

は多くは辺縁鋭利で硬度はやや硬く表面は円滑であ

り,大 部分は圧痛がある.や や特異的と思われるこ

とは,右 鎖骨中央線上よりも正中線上で著明な腫脹

をみとめることが多いことで,右 葉よりも左葉に変

化を来す場合が多いのではないかと思われる.

脾を触知したものは8名 あるが,か ならずしも重

症者のみでな く,数 ケ月で自然に縮少して触れなく

なるものもかなり観察された.し かし一般的には脾

濁音界は正常のものが多い.尿 ウロビリノゲン反応

は重症例をのぞいて正常範囲にあり,血 清黄疸指数

は15例 中黄疸をみとめる2例 をのぞいて6な いし10

の範囲にあるもの10例,正 常3例 であった.軽 度の

白血球増多をみとめる場合がしばしばあり,こ れは

好酸球の増加とほぼ平行するように思われる.重 症

例1例 において白血球数2万4千,好 酸球81%を み

たものがあり,さ らに他の重症例でも白血球数1万

6千,好 酸球46%を しめすものがあり,後 者は腹水,

黄疸を来して死亡した.し かし一般的には8な いし

20%の 好酸球増多であり,正 常はんいのものもみら

れた.

肝機能検査をおこなつた13名 では重症3例 をのぞ

いて, T. T. T. C. C. F.グ ロス反応, B. S. P.は 正

常はんいにあるが8例 において塩化コバル ト反応が

R5な いしR8で あつた.

1例 において,約3年 前より瞳孔不同および右瞳

孔の対光反応遅鈍が常にみとめられた.こ の患者は

他に神経症状,視 力障碍なく,梅 毒反応は陰性であ

つた.

考 按 お よび 小結

水島およびその周辺地区の肝吸虫の感染は日本人

では低率と思われるが,在 住朝鮮入には相当高率で,

特 に青壮年に多い.こ れは食生活の相違が主因で,
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第2中 間宿主としてのフナ,コ イを生食するためと

推察される.

臨床上は次の点に注目すべきであると考える.す

なわち,胆 嚢症や重篤な肝障碍の誘因となつたと思

われる例が若干あり,ま たさして重症とは思われな

い患者で,自 覚症状がきわめて頑固で日常生活にか

なりの支障を来 している例が多かつた.一 般的には

右葉よりも左葉がつよ く腫脹する場合が多いこと,

軽症と思われる場合でもしばしば脾腫をみること,

黄疸指数がやや高 く,コ バル ト反応に敏感であると

思われること,軽 度の白血球増多をしめす例が しば

いばあること,重 症者において,は げしい好酸球増

多をみたものがあつたこと,な どは臨床所見として

意義あるものと考える.

近年,食 生活の改善や,衛 生思想の普及によつて,

肝吸虫の感染は低下しつつあると思われ,ま た稻臣,

木村らが指摘したごとく,農 薬によるマメタニシの

減少も感染の低下に影響あるものと思われろが,以

上のごとく,し ばしば重篤な場合があり,か つ生存

期間も長 く,駆 除の困難な肝吸虫症にたいしては,

た とい感染率が低下しつつあつても今後なほ相当長

期間,予 防上ならびに臨床上の注意が必要と思われ

る.

(擱筆するにあたり,御 指導,御 校閲をたまわつ

た恩師山口教授にたいし心から感謝いたします)
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On the Helminthiasis at Mizushima, the Southern Part of 

Kurashiki City, Okayama Prefecture.

(2) Clonorchiasis Sinensis

By

Osamu MIZUOTI

(Department of Parasitology, Okayama University Medical School)

From an investigation into the distribution and symptomatology of Clonorchiasis sinensis 

at Mizushima, the southern part of Kurashiki City, the following results have been obtained.

1) The majority of cases occurred in adult Koreans, and only few cases in Japanese.
2) The vectors concerned in this area are mainly Carassius auratus and Cyprinus carpio.

3) Serious cases were found very often.


